
報道関係者各位 2019年5月8日
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 実行委員会

― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)

YANMAR PREMIUM WATER FESTA 実行委員会は、「YANMAR PREMIUM WATER FESTA 2019 in Biwako」（特別協

賛：ヤンマー株式会社 所在地：大阪市北区茶屋町1-32、代表取締役：山岡 健人）を、ヤンマーサンセットマリーナ(滋賀県

守山市)にて5月25日(土)・26日(日)の2日間で開催いたします。

本イベントは、セーリングのオープン競技会として長年親しまれている「YANMAR CUP in BIWAKO」 と、日本で初めて

開催されるCWSAプラチナクラスのウェイクサーフィン世界大会「YANMAR Wakesurfing Competition 2019 Lake Biwa」

の、異なる2競技を同日に開催するマリンスポーツイベントです。本イベントは、初開催となった2017年度から皆さまにご好

評をいただき、今年も第3回目の開催が決定されました。

「YANMAR CUP in BIWAKO」は、前身である「ヤンマーマリーナカップ」が2015年に20回目の節目を迎えたことをきっ

かけに、春の大会をより大規模なヨットレースに育てつつ、国内に幅広くマリンスポーツ文化を醸成していくことをコンセプ

トに始まりました。セーリングは2020年東京オリンピック競技種目にもなっており、本大会は特に西日本のセーラーを中心

に親しまれています。例年50艇前後が出場し、湖上で激しいデッドヒートを繰り広げます。

ウェイクサーフィンは、ボートでつくられた波に乗ってサーフィンを行う、近年成長しつつある新しいマリンスポーツです。
2020年東京オリンピック競技種目となったサーフィンの愛好者からも注目されており、競技人口も増加しています。本大会
は、国際基準に則った競技大会として一昨年より開催されており、今年で第3回目を迎えます。今大会には、世界トップレベ
ルの海外選手も出場するため、日本国内ではなかなか目にすることができないハイレベルな戦いが期待できます。

大会期間中には、ヤンマー株式会社のマリンプレジャー事業のフラッグシップとして製造され、 「日本ボート・オブ・ザ・イヤー 2017特別賞」を受

賞したクルーザー「YANMAR X39 Express Cruiser」に試乗いただけます。水上・陸上コンテンツも豊富に取り揃え、マリンスポーツ

を盛り上げます。 ※ 「YANMAR X39 Express Cruiser」の試乗は状況により、実施を中止する可能性がございます。

開催日時：YANMAR CUP in BIWAKO 【2019年5月26日(日) 10:00～14:00】
：YANMAR Wakesurfing Competition 2019 Lake Biwa【2019年5月25日(土)/26日(日) 7:00～18:00】
(一般観覧者の開場：10:00)

開催場所：ヤンマーサンセットマリーナ（滋賀県守山市水保町1380）

今年も開催が決定！

マリンスポーツ異種2競技全国大会を同日開催！
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 2019 in Biwako

POINTⅠ：フライボードやボルダリング体験など、一挙に楽しめる7種類以上のコンテンツも！
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POINTⅡ：国際上部団体 CWSAプラチナクラスのウェイクサーフィン世界大会が日本で初開催！



【 多 種 多 様 な マ リ ン ア ク テ ィ ビ テ ィ 体 験 コ ン テ ン ツ ！ 】

運動が苦手な人でも楽しめる！

＜SUP体験＞
SUP（Stand Up Paddleboard）は、ボードの上に立ち、パドルを漕いで水面を進んでいくスポーツで

す。ここ数年女性を中心にブームを巻き起こし、定番化しつつあるSUPは性別や年齢を問わず初心者で

も楽しめる水上スポーツです。また、全身の体幹やバランス感覚を鍛えられることから、エクササイズ

としての効果も期待できます。

憧れのクルーザーも間近で体験！＜X39 Express Cruiser ＞

ヤンマー株式会社のマリンプレジャー事業のフラッグシップとして製造され、「日本ボート・オ

ブ・ザ・イヤー 2017特別賞」を受賞したクルーザー「YANMAR X39 Express Cruiser」に試乗

いただけます。「YANMAR X39 Express Cruiser」は、ヤンマーグループ創業100年に当たり、

2013年に立ち上げたプレミアムブランドプロジェクトを象徴するコンセプトボートです。ヤン

マー8LVディーゼルエンジンを搭載し、最大速度40ノットで走行可能なスポーティなパワーボー

トでありながら、2パーティがゆったりとクルージングを楽しむことができるベッドルームやリ

ビングルームを装備した「エクスプレス・クルーザー」という新しいコンセプトの船艇です。

来年より本格的にサービスを展開予定！

水辺の新たなワクワク体験を提供するマリンアクティビティ＜Wheeebo＞

ヤンマー株式会社が新たに研究開発を行った新感覚水上移動遊具 「Wheeebo」のデモンスト
レーションを実施いたします。本サービスは、ビーチや湖など穏やかな水面で、利用者によって
様々な楽しみ方を発見していただく新しい遊びとして、主に国内外のマリンアクティビティを楽
しむファミリー層をターゲットに、小学校高学年からシニアまで幅広いユーザーに利用いただく
予定です。詳細はこちらからご確認いただけます。
→URL：https://www.yanmar.com/jp/wheeebo/

独特の浮遊感を体験！フランス発祥マリンスポーツ

＜フライボード＞
2012年にフランスから始まったまだ新しいマリンスポーツ。水上バイクから噴出される強烈な水圧を利

用し、身体ごと空中に浮き上がる新たなマリンアクティビティ「フライボード」。 初心者の方でも安心

して簡単に楽しむことができます。とびっきり美しい琵琶湖を舞台に、極上の空中散歩を体験いただけ

ます。

YANMAR PREMIUM WATER FESTA 実行委員会は、国内外の旅行者に琵琶湖そして滋賀の自然の豊かさと美しさを体験し

ていただき、琵琶湖ならびに滋賀県の観光活性化と、ヤンマー株式会社が目指す社会の一つ「ワクワクできる心豊かな体験に

満ちた社会」の実現に向けた活動の一環として本イベントを開催します。当日は、大会観戦だけでなく、様々なコンテンツを

お楽しみいただけます。

NEW

＜カヌー体験＞

マリンアクティビティの定番！

＜トーイングチューブ＞

水上バイクで引っ張るチュー

ブ型の浮き輪。マリンスポー

ツ初心者でも気軽に楽しむこ

とができます。

乗船時の視線が水面に近いため、
水や自然との一体感をダイレク
トに味わうことができます。2名
乗りのボートであれば、力のな
いお子さまや女性でも気軽にパ
ドリングを楽しむことができま
す。
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― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)

https://www.yanmar.com/jp/wheeebo/


【 陸 上 コ ン テ ン ツ 】

＜ボルダリング体験＞

近年人気が出てきているボルダリング。特別な
筋力や体力も不要で、年齢性別を問わず初心者
でも気軽に楽しめます。

＜ウィンチコンテスト＞

ヨットの帆を引く際に使用する「ウィンチ」
を使って車を引く速さを競う、ウィンチコン
テストを開催します。

- 各コンテンツ実施日時 -

陸上コンテンツ：5月26日(日)10:00～15:00の間で随時

水上コンテンツ： 5月26日(日) 10:00～15:00の間で随時

ステージコンテンツ： 5月26日(日)15:00～18:00（開催時間調整中）

ヤンマーサンセットカフェ：5月25日(土) ～5月26日(日) 10:00～18:00（イベント終了まで）

※当日は、ヤンマーサンセットカフェにて「通称 びわカンカレー」や「ライスジュレのパン」「ライスジュレのお好み

焼き」等のフード提供を予定しています。詳細は追って、お知らせいたします。

※各コンテンツ内容と実施日時は予告なく変更となる場合がございます。

― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)

N E W
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【 ス テ ー ジ コ ン テ ン ツ 】

田中真由美

コンテンツ①：JAZZ ライブ

大人のスタイリッシュな時間を演出

出演：田中真由美（JAZZシンガー/英語発音スペシャリスト）

15分程度のライブステージ

英語でのトークもできるので、海外選手にも楽しんでいただけます。

コンテンツ➁：表彰式

セレモニー／YANMAR CUP 表彰式／ YANMAR Wakesurfing

Competition 2019 Lake Biwa 表彰式を実施いたします。



【 大 会 が 終 わ っ た あ と も ！ 】

ヤンマーサンセットマリーナでは、日頃より、丁寧なレクチャーにより安心してお楽しみいただけるウェイク
サーフィンスクールや美しい琵琶湖を楽しんでいいただける琵琶湖クルージングプランなどをご用意していま
す。詳しくは、ヤンマーサンセットマリーナHP（http://www.yanmarmarina.com/activity.html）をご確認
ください。

― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)

■日 時: 2019 年 5 月 25 日(土) ～ 26日(日)

競技時間:YANMAR CUP in BIWAKO 26日 10:00～14:00

YANMAR Wakesurfing Competition 2019 Lake Biwa 25日・26日 7:00～18:00

（一般観覧者の開場：10:00）

※競技終了後、表彰式及び懇親会を開催いたします。

※撮影ボートがございます。（ムービー優先／人数制限有）

【 大 会 概 要 】

<YANMAR PREMIUM WATER FESTA 2019 in Biwako 開催概要>

【 当 日 は Y o u T u b e で 生 中 継 ！ 】

5月25日（土）～26日（日）の大会の様子は、 YANMAR Japan公式アカウントにて、「 YANMAR 
Wakesurfing Competition 2019 Lake Biwa 」の生配信を実施いたします。Facebook公式アカウントでも随
時情報を発信いたしますので、是非ご覧ください。

■Facebook公式アカウント（国内）：https://www.facebook.com/YANMAR.Official
■Facebook公式アカウント（海外）https://www.facebook.com/YANMAR.Global.Official/

■YANMAR Japan公式アカウントURL：

https://www.youtube.com/c/YANMARJapanofficial
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http://www.yanmarmarina.com/activity.html


― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)

■アクセス: ○お車でお越しの場合（P150台）

大阪/京都方面より名神高速「京都東インター」又は湖西道路「真野インター」より琵琶湖大橋経

由約10分

名古屋方面より名神高速「栗東インター」より県道477号線経由約20分

○電車/バスでお越しの場合

JR湖西線守山駅(京都駅より約25分)下車後、路線バス堅田駅方面行きバス乗車にて「琵琶湖大橋

東詰」下車2分

JR湖西線堅田駅(京都駅より約23分)下車後、路線バス守山駅方面行きバス乗車にて「琵琶湖大橋

東詰」下車2分

< YANMAR PREMIUM WATER FESTA 2019 in Biwako >

■主 催： YANMAR PREMIUM WATER FESTA 実行委員会

■特別協賛： ヤンマー㈱

■協 賛： ㈱ホロニック、びわ湖放送㈱、ヤンマーアグリジャパン㈱

■協 力： 大阪サッカークラブ㈱、レッドブル・ジャパン㈱、SINGHA BEER

■後 援： 滋賀県、滋賀県教育委員会、守山市、守山商工会議所、公益財団法人 びわこビジターズビューロー、

滋賀県小型船協会、株式会社 滋賀銀行

<YANMAR CUP 2019 in Biwako>

■特別協賛： ヤンマー㈱

■競技監修： 後藤浩紀氏

■協 賛： ヤンマー舶用システム㈱、琵琶湖汽船㈱、㈱杢兵衛造船所、綾羽㈱、ピエリ守山、

琵琶湖マリオットホテル、公益財団法人 佐川美術館、㈱リビエラリゾート

■協 力： NPO 滋賀県セーリング連盟、京都府セーリング連盟、草津ヨットクラブ、滋賀県水上安全協会、

守山漁業協同組合、大津港マリーナ、志賀ヨットクラブ、㈱マリーナ雄琴、ヤマハマリーナ琵琶湖

㈱リブレ、レークウエストヨットクラブ、ロータリーピア88、長命寺ヨットクラブ
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■会 場: ヤンマーサンセットマリーナ

〒524-0102 滋賀県守山市水保町 1380



【 会 社 ・ 団 体 情 報 】

1 9 1 2 年 に 大 阪 で 創 業 し た ヤ ン マ ー は 、 1 9 3 3 年 に 世 界 で 初 め デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン の 小 型 実 用

化 に 成 功 し ま し た 。 以 来 、 産 業 用 デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン を 事 業 の 柱 と し 、 さ ま ざ ま な 市 場 へ 商 品 ・

サ ー ビ ス ・ ノ ウ ハ ウ を 融 合 し た ト ー タ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン を 提 供 す る 総 合 産 業 機 械 メ ー カ ー で す 。

小 型 エ ン ジ ン 、 大 型 エ ン ジ ン 、 農 業 機 械 ・ 農 業 施 設 、 建 設 機 械 、 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 、 マ リ ン 、

工 作 機 械 ・ コ ン ポ ー ネ ン ト の 7 事 業 を 有 し 、 グ ロ ー バ ル に ビ ジ ネ ス を 展 開 し て い ま す 。

「 わ た し た ち は 自 然 と 共 生 し 、 生 命 の 根 幹 を 担 う 食 料 生 産 と エ ネ ル ギ ー 変 換 の 分 野 で お 客 様 の

課 題 を 解 決 し 、 未 来 に つ な が る 社 会 と よ り 豊 か な 暮 ら し を 実 現 し ま す 」 を ミ ッ シ ョ ン ス テ ー ト メ

ン ト に 掲 げ 、 世 界 の 「 都 市 」 「 大 地 」 「 海 」 の 事 業 フ ィ ー ル ド で 、 資 源 循 環 型 社 会 “ A  

S U S T A I N A B L E  F U T U R E ” 実 現 へ の 貢 献 を 目 指 し て い ま す 。

日 本 ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン 協 会 は 、 日 本 に お い て い つ ま で も 自 然 と 共 生 す る ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン ・

ス ポ ー ツ の 確 立 を 目 指 し 、 開 か れ た 組 織 運 営 や 、 プ ロ ・ ア マ を 問 わ ず す べ て の ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン

環 境 の 質 の 向 上 に 助 力 し ま す 。

ま た 、 国 際 団 体 と 連 携 し 、 大 会 ・ イ ベ ン ト の た め の 公 正 か つ 一 貫 性 の あ る 推 奨 基 準 を 提 供 す る こ

と で 、 競 技 環 境 を 整 備 し ま す 。 さ ら に 、 ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン を 愛 し 、 ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン を 楽 し む

人 々 の こ と を 常 に 第 一 に 考 え 、 産 業 を 含 め 業 界 を 支 え る す べ て の 方 々 と と も に ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン

の 普 及 進 行 に 取 り 組 み ま す 。

そ し て ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン を 通 じ て 、 海 や 湖 ・ 河 川 に 恵 ま れ た こ の 国 の 自 然 の 素 晴 ら し さ を 伝 え 、

人 々 と 未 来 の 子 供 た ち が よ り 豊 か な 暮 ら し を 実 現 で き る よ う 貢 献 し て い く 所 存 で す 。

【 昨 年 度 写 真 レ ビ ュ ー 】

＜ 2 0 1 8 年 度 参 加 者 実 績 ＞
Y A N M A R  C U P  2 0 1 8 ： 3 6 艇 ／ 約 2 0 0 名

第 2 回 ウ ェ イ ク サ ー フ ィ ン 大 会 ： 8 0 名

●YANMAR CUP in BIWAKO

●YANMAR Wakesurfing Competition 2019 Lake Biwa

ヤンマーサンセットマリーナ TEL: 077-585-1212 FAX: 077-585-1339

【 競 技 に 関 す る お 問 合 せ 先 】
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― 本件に関するお問い合わせ－
YANMAR PREMIUM WATER FESTA 広報事務局PR事務局（株式会社 マテリアル内）

TEL：06-6456-4960  /  FAX：06-6456-4961  メール：osaka@materialpr.jp
担当：佐藤（070-3621-8689）吉岡(070-4575-3204)


